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ま
つ
り

田
中

活
況

地
域
の
個
性
が
花
開
き
、
元

気
が
爆
発
。
一
月
三
十
日
に
催

さ
れ
た
田
中
・
夕
凪
地
区
恒
例

の

！
ま
つ
り

田
中

は
住
民
の
一
大
交
流
・
親
睦
の

場
と
な
り
ま
し
た
。
隔
年
開
催

で
五
回
目
。
田
中
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
が
主
催
。

★
コ
ー
ラ
ス
や
民
謡
次
々

矢
田つ

勉と
む

・
田
中
社
協
副
会
長

の

開
会
の
こ
と
ば

の
あ
と
、

十
四
組
の
出
演
者
が
次
々
と
登

場
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ

ス
イ
ー
ト
ピ
ー

は
美
し

い
ハ
ー
モ
ニ
ー
で

栄
光
の
架

け
橋

な
ど
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
芸
道
三
十
三
年
の
中
西
一か

ず

美み

・
秀
子
夫
妻
は
男
女
の
心
が
一

つ
に
溶
け
合
っ
た
よ
う
な
見
事

な
動
き
で

越え
っ

中ち
ゅ

おう

わ
ら
風
の

盆

の
男
女
踊
り
を
、
田
中
第

一
・
第
二
長
寿
会
は
夫
婦
の
楽

し
い
餅も

ち

つ
き
風
景
を
表
現
し
た

江え

差さ
し

餅
つ
き
ば
や
し

を
、

翔し
ょ

乃う
の

流
史し

乃の

菊ぎ
く

会
は
流
麗
な
身

の
こ
な
し
で
新
舞
踊

花さ

桜く
ら

を
、
セ
ー
シ
ー
ズ
は
パ
ワ
フ
ル

で
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
ダ
ン
ス
を
そ

れ
ぞ
れ
披
露
。
ど
の
出
し
物
も

個
性
的
で
鑑
賞
に
堪た

え
う
る
水

準
に
達
し
、
会
場
の
盛
ん
な
拍

手
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

★
区
長
や
プ
ロ
歌
手
も

中
盤
に
は
近お

う

江み

隆た
か

司し

・
田
中

社
協
会
長
や
田
端
尚ひ

さ

伸の
ぶ

・
港
区

長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
区
長

や
区
職
員
ら
の
飛
び
入
り
出
演

が
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
終

盤
に
は
港
区
在
住
歌
手
・
青
木

個
性
溢
れ
る
芸
が
披
露
さ
れ
た

！
ま
つ
り

田
中
（
上

は
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
の
コ
ー
ラ
ス
、下
は
セ
ー
シ
ー
ズ
の
ダ
ン
ス
）

全
国
各
地
の
名
所
旧
跡
や
自

然
を
訪
ね
て
写
真
撮
影
を
楽
し

む
い
ち
ょ
う
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

は
、

い
ち
ょ
う
大
学

（
六

十
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
大

阪
市
が
開
設
し
て
い
る
一
年
制

大
学
）
の
卒
業
生
に
よ
っ
て
十

四
年
前
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

毎
月
の
例
会
や
撮
影
会
、
年

一
度
の
展
示
会
（
会
場
は
港
区

役
所
の
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
な

ど
を
重
ね
な
が
ら
撮
影
技
術
を

高
め
合
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
市
内
各
区
に
住

む
六
十

八
十
代
の
十
数
人
。

か
つ
て
は
フ
ィ
ル
ム
派
が
圧
倒

的
で
し
た
が
、
現
在
の
フ
ィ
ル

ム
派
と
デ
ジ
カ
メ
派
の
比
率
は

六
対
四
と
接
近
中
。
撮
影
地
は

例
会
な
ど
で
希
望
を
出
し
合
い

な
が
ら
決
定
し
、
こ
れ
ま
で
に

長
岡
天
神
や
奈
良
公
園
、
淡
路

島
、
遠
く
は
泊
ま
り
が
け
で
富

士
山
や
石
川
県
の
山
中
温
泉
、兼け

ん

六ろ
く

園え
ん

な
ど
へ
出
か
け
ま
し
た
。

◆
奥
深
さ
に
魅
せ
ら
れ

会
員
に
訊き

き
ま
し
た
。

写
真
撮
影
に
つ
い
て
は

風

景
を
自
分
の
視
点
で
切
り
撮
る

快
感

何
を
題
材
に
選
ぶ
か
、

ど
ん
な
視
点
か
ら
撮
る
か
、
光

と
影
を
ど
う
採と

り
入
れ
る
か

な
ど
追
求
し
出
す
と
限き

り

が
な

い

現
像
し
て
狙
い
通
り
撮
れ

て
い
た
時
が
最
高

会
心
の
作

と
い
う
の
は
な
か
な
か
な
い
が

だ
か
ら
こ
そ
や
め
ら
れ
な
い

な
ど
、
そ
の
奥
深
さ
に
魅
せ
ら

れ
て
い
る
と
の
声
が
圧
倒
的
。

ま
た
、
こ
の
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
は

作
品
を
お
互
い
に
批
評

し
合
う
時
間
が
楽
し
く
て
た
ま

ら
な
い

技
術
的
な
事
を
質
問

す
る
と

こ
う
や
っ
て
撮
っ
た

ん
や

と
教
え
て
く
れ
る
。
そ

れ
が
皆
の
物
に
な
っ
て
皆
が
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
。
い
わ
ば

皆
が
先
生

褒ほ

め
ら
れ
る
と

や
る
気
が
出
て
腕
も
上
が
る

な
ど
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

の
楽
し
さ
を
強

調
す
る
声
が
目
立
ち
ま
し
た
。

◆
頭
や
心
身
の
健
康
に

さ
ら
に

毎
月
の
例
会
や
撮

影
旅
行
が
リ
ズ
ム
に
な
っ
て
足

腰
が
丈
夫
に
な
っ
た

風
景

を
見
て
ア
ン
グ
ル
を
考
え
た

り
、
他
の
人
の
撮
り
方
が
気
に

な
っ
た
り
、
何
に
つ
け
て
も
敏

感
に
な
っ
た

な
ど
写
真
撮
影

が
頭
や
心
身
の
健
康
増
進
に
役

立
っ
て
い
る
と
の
声
も
。

様
々
な
言
葉
の
中
に
、
写
真

撮
影
が
生
活
に
溶
け
込
み
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
生
の
一
部
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
共
通
し
て
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

◆
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
選
も

そ
ん
な
会
員
の
現
在
の
ま
と

め
役
は
村
上
章あ

き

さら

ん

。
定

年
退
職
後
、
い
ち
ょ
う
大
学
を

卒
業
し
て
か
ら
こ
の
ク
ラ
ブ
で

本
格
的
に
カ
メ
ラ
を
始
め
、
十

年
に
な
り
ま
す
。

フ
ィ
ル
ム

一
枚
一
枚
を
大
事
に
撮
る
の
が

性し
ょ

にう

合
っ
て
い
る

そ
う
で
、

ニ
コ
ン
な
ど
の
一
眼
レ
フ
を
愛

用
。
コ
ン
テ
ス
ト
入
選
の
実
績

も
あ
り
ま
す
。

◆
新
会
員
獲
得
に
も
意
欲

今
後
に
つ
い
て
は
、

人
気

投
票
方
式
の
展
示
会
を
や
っ
て

み
た
い

現
在
会
員
が
い
な

い
港
区
の
人
に
も
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
、
大
阪
港
で
外

国
船
撮
影
会
を
や
ろ
う

な
ど

新
会
員
獲
得
へ
の
意
欲
も
満
々

の
よ
う
で
す
。
現
在
の
会
員
は

入
会
ま
で
に
多
少
経
験
の
あ
っ

た
人
が
大
半
で
す
が
、

初
心

者
も
大
歓
迎

。
ま
た
必
要
事

項
は
文
字
で
伝
え
る
な
ど
不
自

由
の
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る

の
で
、

耳
の
遠
い
人
も
安
心

し
て
参
加
を

。
見
学
や
お
試

し
参
加
も

だ
そ
う
で
す
。

例
会
は
毎
月
第
二
水
曜
十

十
二
時
（
場
所
は
市
内
）
。
問

合
せ
は

〇
九
〇

一
四
八
九

五
五
〇
七
村
上
代
表
ま
で
。

創
設

年
、
様
々
な
風
景

を
活
写
し
て
き
た
い
ち
ょ

う
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
会
員

ク
ラブ

●
八
幡
屋
出
身
の
ロ
ッ
ク
ド
ラ

マ
ー
桐き

り

田た

勝か
つ

治じ

さ
ん

所
属
バ

ン
ド

ガ
ー
ゴ
イ
ル

の
ワ
ン

マ
ン
ラ
イ
ブ
が
二
月
十
九
日

（
土
）十
八
時
半
か
ら
江
坂
ミ
ュ

ー
ズ
（

六
三
八
七

〇
二
〇

三
）で

所
属
バ
ン
ド
ザ
・
ク

ロ
マ
ニ
ヨ
ン
ズ

の
ツ
ア
ー
イ

ベ
ン
ト
が
三
月
十
一
日（
金
）十

九
時
か
ら
京
都
会
館
第
二
ホ
ー

ル
で
（

六
三
五
七

四
四
〇

〇
サ
ウ
ン
ド
ク
リ
エ
ー
タ
ー
）。

●
三
先
の
フ
ォ
ー
ク
歌
手
ペ
ド

ロ
さ
ん

三
月
十
二
日
（
土
）

二
十
時
天
六
音ね

た

小
屋

三
月
二

十
日
（
日
）
十
四
時
天
満
寅
蔵

六
三
五
二

一
〇
九
一

毎

月
第
一
・
三
木
曜
各
二
十
時
ザ

・
セ
ラ
ー

六
二
一
二

六
四

三
七

毎
月
第
三
火
曜
二
十
時

か
つ
お
の
遊
び
場

〇
九
〇

五
八
八
二

七
〇
一
五

毎
月

第
二
火
曜
二
十
時
半
ロ
ー
ジ
ー

六
二
一
三

三
九
九
九
。

川
島
慶
樹
さ
ん
が
彫
刻
個
展

ー

ク
ラ
シ
ッ
ク
ス

の
タ
イ

ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
、
古
さ
・

温
か
さ
・
重
厚
さ
の
中
に
、
新

し
さ
・
可
愛
さ
・
華
や
か
さ
と

い
っ
た
異
質
な
要
素
が
溶
け
込

ん
だ
、
独
特
の
不
思
議
な
イ
メ

ー
ジ
が
印
象
的
で
し
た
。

川
島
慶
樹
さ
ん
は
一
九
六
二

年
池
島
生
ま
れ
。
大
阪
芸
大
美

術
学
科
卒
。木
、ブ
ロ
ン
ズ
、鉄
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
な
ど
を
素
材

に
、表
現
の
幅
を
広
げ
な
が
ら
、

八
三
年
か
ら
国
内
外
で
個
展
・

グ
ル
ー
プ
展
を
数
多
く
開
催
。

公
共
施
設
な
ど
の
屋
内
や
野
外

に
も
作
品
が
飾
ら
れ
、
サ
ン
ト

リ
ー
美
術
館
な
ど
に
は
公
共
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
川
島
作
品

が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
幡
屋
在
住
の
彫
刻
家
・
川

島
慶け

い

樹じ
ゅ

さ
ん
が
一
月
十
七

二

十
二
日
、
北
区
の
画
廊
で
個
展

を
開
き
ま
し
た
。
木
（
ロ
ー
ズ

ウ
ッ
ド
）
、
ブ
ロ
ン
ズ
、
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
な
ど
を
素
材
に
し
た

ボ
ッ
ク
ス
、
抽
象
作
品
な

ど
大
小
四
点
が
来
場
者
の
注
目

を
集
め
て
い
ま
し
た
。

ア

リ
ト
ル

ク
レ
イ
ジ

作
品
を
案
内
す
る
川
島
慶
樹

さ
ん
（
左
か
ら
２
人
目
）

中
年
男
の

失
敗

を
通
じ

て
人
生
を
考
え
さ
せ
る

緒お

方が
た

さ
ん
の
失
敗

が
一
月
末
、
波

除
の
石
炭
倉
庫
で
上
演
さ
れ
反

響
を
呼
び
ま
し
た
。
あ
ん
が
い

お
ま
る
一
座
ス
タ
ジ
オ
公
演
。

便
所
紙
騒
動
が
起
こ
っ
た

昭
和
四
十
八
年
。
交
通
事
故
を

起
こ
し
た
中
年
男
が
倒
産
や
離

婚
で
人
生
を
狂
わ
さ
れ
、
酒
浸び

た

り
に
。が
、義
弟
ら
と
の
関
わ
り

の
中
で
、

自
分
の
失
敗
は
事

故
で
は
な
く
自
分
の
価
値
を
見

失
っ
て
い
た
事
だ
と
気
付
き
、

こ
れ
か
ら
先
は
ど
ん
な
事
が

あ
っ
て
も
自
分
を
信
じ
て
生
き

て
い
こ
う

と
決
意
す
る

。

小
品
な
が
ら
、
長な

が

台せ
り

詞ふ

を
我

が
物
と
し
た
ヨ
ッ
シ
ー
原は

ら

本も
と

迫

真
の
演
技
も
あ
り
、
人
は
存
在

緒
方
さ
ん
の
失
敗
』に
反
響

自
体
に
価
値
が
あ
る

と
気
付

か
せ
て
く
れ
る
秀
作
で
し
た
。

■
ご
く
ら
く
と
ん
ぼ
一
座

平

次
飛
び
出
す

大
坂
の
貧
乏

長
屋
を
舞
台
に
、
正
義
と
悪
、

義
理
と
人
情
、
涙
と
笑
い
が
交

錯
す
る
、
お
馴な

染じ

み

七な
な

軒け
ん

長

屋
物
語
・
上
方
平
次
捕と

り

物も
の

控ひ
か
え

の
第
五
弾
。
三
月
五
日
（
土
）

十
四
時
と
十
七
時
、
六
日
（
日
）

十
一
時
と
十
四
時
の
四
回
。
当

日
一
般
二
千
三
百
円
。
問
合
せ

・
申
込
は
会
場
の
石
炭
倉
庫

（
波
除
六

五

一
八
、

六

五
八
一

〇
六
六
四
）
へ
。

美
香
子
さ
ん
が
ダ
ン
ス
を
バ
ッ

ク
に
買
い
物
ブ
ギ
な
ど
プ
ロ

の
歌
唱
で
会
場
を
魅
了
。
最
後

は
抽
選
会
の
大
き
な
盛
り
上
が

り
の
う
ち
に
、
岡
崎
和
子
・
田

中
社
協
副
会
長
の

閉
会
の
こ

と
ば

で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

ま
た
校
庭
で
は
女
性
会
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
が
準
備
し

た
豚と

ん

汁じ
る

、
イ
カ
焼
き
、
カ
レ
ー

な
ど
の
模
擬
店
が
開
か
れ
、
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

本
番
ま
で
の
周
到
な
準
備
と

当
日
の
爆
発
力

主
催
者
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
の
人
々
の
地

域
愛
に
根
ざ
し
た
旺
盛
な
行
動

力
が
印
象
的
な
好
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
。

緒
方
さ
ん
の
失
敗
の
一
場
面


